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研究成果の概要（和文）：本研究では、(1)「根本説一切有部律」という戒律テキストの研究・宣揚に取り組ん
だ近世後期の学僧たちが撰述した同律に関わる研究書の実見調査を国内の寺院（2箇所）と図書館（8箇所）にお
いて行い、その現存状況を明らかにした。(2) なかでも學如（1716-73）が校訂・出版した『根本薩婆多部律
摂』というテキストに同時代の学僧たちによる詳細な書き込みが加えられていること、そのテキストに寄せられ
た密門（1719-88）の序文に「根本説一切有部律」の伝承に関する珍しい記述が含まれていることに注目し、そ
の序文と書き込みの訳注を、アクセス可能な八つの版本を参照して提示することで、その全貌を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：(1) I examined two temples and eight libraries in Japan for Edo period 
Buddhist texts related to the Mulasarvastivada-vinaya attributed to those monks who highly valued 
that vinaya in Edo period Japan, such as Gakunyo (1716-73) and Mitsumon (1719-88). (2) I focused my 
academic attention especially on one of those texts, Gakunyo's edition of the Vinaya-samgraha, since
 it contains the foreword written by Mitsumon that explains how the Mulasarvastivada-vinaya had come
 to Japan from India through China. Moreover, many of the copies of Gakunyo's edition of the 
Vinaya-samgraha preserve a large number of handwriting annotations that undoubtedly belong to the 
hands of several Edo period monks. Referring to the eight copies of Gakunyo's editions of the 
Vinaya-samgraha, I translated and glossed the whole texts of Mitsumon's foreword and the handwriting
 annotations to it, so that I shed light on several aspects of Edo period monks' understanding of 
the Mulasarvastivada-vinaya.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により、近代仏教学が導入される以前の日本において「根本説一切有部律」という戒律テキスト、および
その綱要書である『根本薩婆多部律摂』というテキストがどのように解読・理解され、伝承されていたのか、そ
の一端が明らかになった。その意義としては、これまで等閑に付されてきた日本の近世における「根本説一切有
部律」研究の再評価を促すことができたことと、これまでほとんど手付かずであった『根本薩婆多部律摂』研究
の足がかりを構築することができたことが挙げられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 本研究の基礎資料である「根本説一切有部律（こんぽんせついっさいうぶりつ）」という仏教
正典は、インドからチベット語文化圏と漢字文化圏の双方に伝わった唯一の戒律テキストとし
て学術的な重要性が高く、また日本においては、自分たちの高祖である空海（774−835）が、ひ
そかに重視したことを知った江戸時代の真言僧たちが重点的に研究して宣揚することにより、
その後の日本の仏教界全般に少なからず影響を与えている。 

 ところが、従来の仏教学界においては、スリランカや東南アジアの仏教諸国において伝統的に
準拠されているパーリ語で現存する戒律（一般に「パーリ律」と呼ばれる）と、漢字文化圏の仏
教諸国において最も一般的な『四分律（しぶんりつ）』という戒律が戒律研究の中心であり、「根
本説一切有部律」は、漢訳・チベット語訳ともに翻訳年代が比較的新しいことから研究は手薄で
あった。そのため、「根本説一切有部律」が、極東の日本において、江戸時代の真言僧たちによ
り重視されたこと自体、学界においてはあまり知られておらず、彼らが「根本説一切有部律」を
どのように読み、理解し、その正統性をどのように見出していたかという点に至っては全くと言
っていいほど究明されていない。その要因としては、先に述べた通り「根本説一切有部律」に関
する専門的知識を充分に備えた研究者が未だ少ないことに加えて、江戸時代の学僧たちが著し
た一次資料へのアクセスが困難であることも挙げられる。その多くは行方が不明であり、現存が
確認されるものでも、日本国内の図書館に貴重書として所蔵されているか寺院に安置されてい
るため、閲覧が容易ではないのである。 

 

 

２．研究の目的 

 以上のような背景のもと、本研究は、「根本説一切有部律」の専門家である筆者が、（1）近代
以前の日本における「根本説一切有部律」に関する文献はいかほど現存しているのか、（2）近代
仏教学が導入される以前の日本における同律に関する理解や伝承はどのようなものであったの
かという二つの学術的な問いに答えることを大きな目的としている。より具体的に言えば、①日
本国内の図書館（8 館）・寺院（2 箇寺）において、江戸時代の「根本説一切有部律」宣揚運動に
関わった学僧たちの著作・編纂物の実見調査を行い、その書誌情報と概要を明らかにすること、
更には、②その一つである學如（1716–73）が校訂・出版した『根本薩婆多部律攝（こんぽんさ
つばたぶりつしょう）』の版本に特に焦点をあて、各地に現存するその版本の多くに同時代の学
僧たちの手による、ほぼ同一の詳細な注釈が書込まれている点、また、その學如版に寄せられた
密門（1707–88）の序文に、「根本説一切有部律」のインド・中国・日本における伝承史に関す
る興味深い記述が見られる点に注目し、書込みを含めた全文を解読・分析することで、彼ら江戸
期の学僧たちの「根本説一切有部律」理解を検証することを目的としている。 

 

 

３．研究の方法 

 具体的な研究方法は以下の通りである： 

（１）閲覧・調査の承諾を得ている計 10 箇所の図書館・寺院において資料を実見し、資料を撮
影の委託ないしは自らの撮影により電子データ化し、その書誌情報と概要を明らかにすること
で、近世後期の「根本説一切有部律」に関連する文献の存在をさらに世に知らしめる。 

（２）その中でも學如の編集・出版した『根本薩婆多部律攝』に関しては、各地の版本を参照し、
そこに書き込まれた注釈を参照しながら解読を進め、結果、現存が確認されている版本を網羅的
に参照した、精度の高い義浄訳『根本薩婆多部律攝』の解読を実現する。そして特に、密門の寄
せた序文に関しては、同律の伝承史に関する珍しい記述が含まれているため、その全貌を詳細な
訳注と影印を通じて提示する。 

（３）『根本薩婆多部律攝』に書き込まれた注釈の内容を近代以降の「根本説一切有部律」研究
の成果に基づいて分析することで、江戸時代の学僧たちの同律に対する理解の特徴（とくに彼ら
が「根本説一切有部律」の重要性と正統性をどこに見出していたかという点）とその精度を明ら
かにする。 

 

 
４．研究成果 
 詳細は次項に譲るが、本研究の成果としては、著書 1冊、雑誌論文 6本を公刊し、学術大会に
おける発表を 5度おこなった。なかでも密門の序文に焦点をあてた論考（2022）は、132頁にも
およぶ大部のものとして、その全貌提示が実現した。これらの成果を通じて、近世後期の学僧た
ちの律理解の特徴や、彼らが「根本説一切有部律」の正統性をどのように見出していたのかとい
う論点の一端が明らかになるとともに、彼らの学識が 20 世紀以降の近代仏教学の成果によるそ
れと比べても決して遜色がなく、時にそれを凌駕するほどの精度の高いものであることが明ら
かになった。このことから、今後は、近代仏教学が見落としがちな近代以前の日本人学匠の優れ



た研究成果に対する再評価が促され、また、日本における「根本説一切有部律」の伝承という未
だ研究が手薄な課題に学術的な注目が集まることが予想される。さらには、特に學如版の『根本
薩婆多部律攝』を用いた同テキストのチベット語訳と漢訳テキストの対照研究により、同テキス
トについての総合的な研究の足がかりを構築することができたと言える。 
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